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トヨタ自動車九州株式会社

人財開発部 キャリア自律推進グループ

企業主導型の社外兼業制度導入と導入から得られた知見

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

2025年10月16日

生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム



（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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１．会社概要

創 立 １９９１年

資 本 金 ７７億５，０００万円

株 主 トヨタ自動車株式会社（１００％出資）

総 人 員 約１０，３００人（２０２５年１月１日時点）

事業内容 自動車（LEXUS）およびその部品の製造

RX

生産車種例

ES

生産ユニット（例）

エンジン

ハイブリッド部品

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

3



〔歴史〕

トヨタＢＥＶ戦略発表

▼

1992年－ 2006年－ 2011年－ 2016年－ 2019年－

車両生産

基幹ユニット生産

生産技術

開発(設計・評価)

Ｒ＆Ｄセンター設立
▼

生産技術部門設立
▼

ONE LEXUS R＆D設置

▼

テクニカルセンター施工

▼

2024年－

３０年かけて徐々に機能拡充&人員増加

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

従業員数推移
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２．社外兼業制度（地域のパートナー制度）

地域の困りごとの解決 と従業員の成長 を両立させ、

もっと地域へ貢献したい。お役に立ちたい。

おかげさまで、弊社は２０２１年に創立３０周年を迎えることができました。

ひとえに、地域の皆さまの日頃からの厚いご支援の賜物です。

この場をお借りし、感謝申し上げます。

「これまでのご支援に対して、恩返ししたい。」

「もっと地域へ貢献したい。お役に立ちたい。」

こうした想いから、地場企業様等に対して新しい取り組みをはじめました。

1991年 創業、1992年 操業開始 1997年 ハリアー･ＲＸラインオフ 2005年 苅田工場竣工 2008年 小倉工場竣工 2021年 新型ＮＸラインオフ

〔創設背景〕

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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ト ラ イ を 経 て ２ ０ ２ ２ 年 ４ 月 よ り 正 式 に 開 始

〔創設目的〕

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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福岡県（以下「甲」という。）とトヨタ自動車九

州株式会社（以下「乙」という。）は、福岡県プ

ロフェッショナル人材戦略拠点事業を通して、

福岡県内の地方創生の取組みを推進するた

め、次のとおり協定を締結する。

（目的）

第１条 この協定は、甲が実施する「福岡県プ

ロフェッショナル人材戦略拠点事業」に乙が協

力することにより、県内企業におけるプロ

フェッショナル人材の確保、新規事業の創出、

既存事業の拡大並びに生産性向上への取組

み促進、ひいては地域活力の創出、地域経済

の振興に寄与することを目的とする。

▽協定書の内容（一部抜粋）▽弊社 社内報掲載記事（TMK NOW 2021年8月号）

〔福岡県（福岡県プロフェッショナル人材センター）との連携協定締結〕

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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社外支援先と同じ目線で考え、寄り添いながら、

共に困りごとの解決や定着を目指していく 伴走型支援の社外兼業制度

〔制度コンセプト〕

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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〔契約諸条件〕

契 約 形 態 企業間での業務委託契約

契 約 期 間 原則として、６カ月単位（更新あり）

想 定 派 遣 人 財 原則として、社外兼業を自ら希望するトヨタ九州のミドル・シニア層

支 援 先 業 界 不問（製造業以外の実績あり）

支 援 業 務

生産性向上のほか、

事業運営や業務プロセス改善などへの助言・支援（課題問題の見える化からでも可）、

特定の課題やプロジェクトなどへの参加・助言・支援 など

費 用 原則として、月額１０万円の業務委託報酬＋旅費交通費等実費

支 援 の 頻 度 概ね週平均１回程度を目安（支援先と協議のうえ、柔軟に対応可能）

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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３．兼業制度から得られた知見

▽現在の運用フロー（下図）

現在に至るまでの制度検討～運用までに得られた知見等を
「地場企業さま」 「トヨタ九州事務局」「トヨタ九州従業員」それぞれの視点で共有

見
学
会

地場企業さま

トヨタ九州
社外兼業事務局

トヨタ九州
従業員

トヨタ九州事務局
制度説明・ヒアリング

・制度のご説明

・支援ニーズヒアリング
（工場がある場合、見学含む）

・説明等の結果を踏まえ、
トヨタ九州で社内公募
実施するか検討いただく 社

内
公
募

マッチング

・事務局が兼業希望者（候補者）を
連れて、改めて訪問・ヒアリング

・候補者と課題を共有しながら、
どこから・どのような体制で
支援活動を進めてくか協議

・この段階でアンマッチが生じた場合
改めて社内公募

契
約
締
結
・
支
援
開
始

兼業希望者が出てきた場合

※ 福岡県プロフェッショナル人材センター等から紹介いただき、ＴＭＫ事務局制度説明･ヒアリングを開始

※

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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地場企業さま
・過去コンサル受け入れたことあるが、上手くいかなかった（提案を受けての社内導入･運用継続が困難）
・リソーセス限られる中で社外人財受入れ難しい…（目の前のことで精一杯）
・トヨタ九州に何を依頼したり期待してよいか分からない（短期集中的な支援だとついていけない…）etc.

トヨタ九州
社外兼業事務局

トヨタ九州
従業員

・キャリアは会社が用意するもの、トヨタ九州卒業後のキャリア（働き方・生き方）はあまり考えたことない
・自分が社外でお役に立てるか不安･自信がない
・社外兼業って、自分たちを外に追い出そうとしているのでは？ etc.

全て手探り状態からヒアリング・検討

※ ＴＰＳ…トヨタ生産方式

🈤

🈤

…

〔検討期：制度開始前の2021年度以前〕

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

▽ＴＭＫ従業員

〔検討期：制度開始前の2021年度以前〕

マインドセット（社外に追い出すといった誤解払拭含む）のため
６０歳定年後や６５歳トヨタ九州卒業後のキャリアをニュートラルに考える研修プログラムを立ち上げ

▽地場企業さま

ヒアリングには限界があるため、数社に協力を仰いでトライを実施

➡ 結果、特別な高度専門スキルではなく、
これまでのトヨタ九州で培った経験ベース
でお役に立てることが実証できた

キャリア研修プログラム（55歳対象）

キャリア研修＋キャリアカウンセリング（オンライン）

＜プログラム修了者＞
60歳や65歳以降を考える
マインドができた状態

社外兼業情報の提供

＜地域のパートナー制度事務局＞
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見
学
会

地場企業さま

トヨタ九州
社外兼業事務局

トヨタ九州
従業員

トヨタ九州事務局
制度説明・ヒアリング

・制度のご説明

・支援ニーズヒアリング
（工場がある場合、見学含む）

・説明等の結果を踏まえ、
トヨタ九州で社内公募
実施するか検討いただく 社

内
公
募

マッチング

・事務局が兼業希望者（候補者）を
連れて、改めて訪問・ヒアリング

・候補者と課題を共有しながら、
どこから・どのような体制で
支援活動を進めてくか協議

・この段階でアンマッチが生じた場合
改めてトヨタ九州社内公募

契
約
締
結
・
支
援
開
始

兼業希望者が出てきた場合

※ 福岡県プロフェッショナル人材センター等から紹介いただき、トヨタ九州事務局制度説明･ヒアリングを開始

※

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

再掲

〔制度開始：2022年度以降〕

現在は以下の流れで柔軟に制度を運用。
累計６８件のご支援実績（2025年9月1日現在）。
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〔ご支援事例〕その他

支援先 支援者 支援内容

草刈機等製造業
（従業員約300名）

60代
課長クラス

現場の困りごと収集と課題優先順位づけからスタート。
支援者得意分野である組立工程のレイアウトや
作業導線等の改善を実施。現在は他工程にも支援拡大。

ガイシ等製造業
（従業員約50名）

60代前半
課長クラス

火災に伴う工場再建と再建後の工程レイアウトについて支援開始。
その後、若手リーダー層と小集団活動を通じた生産性向上や
人財育成を繰り返し実施。

金属製品製造･加工業
（従業員約110名）

60代
工長クラス

モノの置き方、スペース改善、構内物流からスタート。
生産管理板（生産負荷等の見える化）など
小改善を製造課長や職場リーダー層からヒアリングしながら支援。

食品製造業
（従業員約1,200名）

50代後半
課長クラス

支援先企業の５Ｓ推進･定着ＰＪＴに参加しながら支援。
パイロット工程からスモールスタートで実施、
他工程や支援先企業他工場にも水平展開。

不動産業
（従業員約200名）

50代後半
課長クラス

賃貸管理などスタッフごとでの仕事のやり方の
属人化や事務作業の重複等に対して
業務フロー整理や業務効率化をスタッフとともに推進

鉄製品等製造業
（従業員数約20名）

40代
係長クラス

紙帳票で運用している各種財務・原価資料を
将来のＤＸ化に向けて、まずはデータで効率的に管理できるよう
データフォーマットやその運用方法・フローについて整理・支援

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。
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（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

〔兼業が上手くいく条件〕

これまでの経験から以下のように整理

現地現物で

課題･問題を共有

トヨタ九州従業員（兼業・副業希望者）

人間力

上から目線はＮＧ

● 課題・問題から一緒に考えながら整理

（フランクな相談ベースのコミュニケーション）

● 取り組み成果が見えやすいところからスモールスタート

● 結果（成果・効果）を急がない

● 自分の考えやトヨタのやり方を押し付けない

● 相手目線で謙虚さをもって傾聴する

● 支援先や支援先人財の成長も見据えている
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（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

〔兼業が上手くいく条件〕

これまでの経験から以下のように整理

経営～現場の

意思疎通

地場企業（受入企業）さま

リソーセス

捻出の覚悟

● 自社課題・問題について経営層と現場で共通認識ができている

● 経営層が現場に裁量をもって任せる風土がある

● 支援活動を現場に丸投げにせず、適宜フォローしている

● 支援者と共に活動するカウンターパートをアサインしている

● 支援活動の時間をとれるよう業務調整など配慮している

● カウンターパートを含め支援活動について現場に説明し、動機付けしている
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（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

〔兼業が上手くいく条件〕

これまでの経験から以下のように整理

＜地場企業さま＞

丁寧なヒアリング

＆マッチング

トヨタ九州事務局の工夫

＜従業員＞

手を挙げやすく

サポート

● 依頼内容が固まっていなくても問題なし

● ざっくばらんにお困りごとのヒアリング＆ディスカッション

● マッチングは事務局も同行して

依頼企業さまと従業員の間に入ってファシリテート

● 「企業見学会」として心理的ハードルの低いイベントを企画

（見学会→マッチング→支援成立の実績多数）

● 外部カウンセラーによるキャリア面談を不定期開催

● 支援好事例記事の展開
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４．最後に

（！）注 意 本紙の無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為はご遠慮ください。

弊社「地域のパートナー制度」に関してご興味・ご関心がある場合は以下までお気軽に問合せください。

＜事務局窓口＞

トヨタ自動車九州株式会社 人財開発部 キャリア自律推進グループ

メールアドレス│ support_career@toyota－kyushu.co.jp
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① 学び→行動だけでなく、行動→学びも大切

② 今の環境で当たり前のことは、別の環境では価値になる

③ 今の環境を最大限活用する

「一歩踏み出すことで、景色（未来）は必ず変わる」


